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【論　文茎

半製品最適規格決定の近似解法とその実現

董 彦　文

機要：本論文では，ある紙管製造工場における革製品最適利驚のための意思決定支援システムの竸

発を麟究蝿象とし，半製品の適琵寸法と適正在魔を決定するための近似解法を提案する。提案解法

では，簾工工程の総懸灘スと在庫費縁との総費鰐の最小化を欝的麗数として，顧客の溢文製轟寸法

と濡文数量に基づき，半製品の適正寸法と適豆在庫を決定することができる。開題のモデル購築と

提案解法は紙管製造業鼻のみならず，勉の多贔種少量製造環境にも適罵できる。

キーワーギ：在庫管運，切懸ロス，透影在庫設計，半製品最適決定

1．醗　究　霞　的

　本論文は，ある紙管製造工場における半製贔最適利驚のための意思決定支援システムの露発に臠

する醗究の続鞍である。趨工工程の切懸窪スと在庫費霧との給費縁の最小化を譲的関数として，顧

客の溢文製贔寸法と漉文数量に基づき，半製最の遜蕉寸法と適正在庫を決定するための近似解法を

提案することに重点を麗いて議論する。また，提案近継解法の実現について考究するうえ，適驚擁

を通じて提案解法の有効性を鱗らかにする。

　対象とする紙管製造工場にお雛ては，数枚～数十枚のぴボン紙を専絹機械で巻きながら糊をつけ

て賠り合わせて，決まった寸法（長さ，以下講〉に窮晒し，窪然乾燥または乾燥機で乾かしたあと，

半製最紙管とする。その後，懸聾こ示すよう1こ，これらの半製品紙管は，顧客の要求された寸法に

窮慰して，製墨として墨蕎される。

　原紙の焼賂（色，厚さ，強度など〉と紙管の内経，窪摩，強度などにより，紙管の縄賂は数百種

類にのぼる。豪た，講じ焼賂の紙管でも，顧客の涯文寸法が多種多様であり，倉庫容積の麟駁や畢
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藤　　学　　講　　集 第磁巻第正号

製贔紙管製造工程の生産性などのため，すべての漣文寸法に合わせて，一々半製品紙管を濡意する

ことは不署能である。このため，寸法の決まった半製畠紙管を燐餅し．製贔紙管を撫正するとき，窮

噺讐スは避iけられない。

　さらに，完全な受渡生産であるうえ，受注欝の当醤に墨荷しなければいけな輪煙納期の注文が葬

常に多い。これらの短納窮注文に蝿応ずるためには，半製品紙管在庫を持たざるを得ない。紙の変

色と露然劣化による在庫灘ス，それに金利の負援や倉庫の難し入れ無業などによ警在庫費濡が発生

する。

　燐藪ロスの懸減と窪魔費灘の錘継が互雛に矛盾している。半製最紙管の在庫が多くなるにつれ，製

贔撫工に選択できる寸法の異なる半製最紙管も多くな拳，燐簸ロスの減量に有利でありながら，全

体の在庫量が大きくなるため，在庫コストが増えてしまう。反財1こ，半製贔紙管の在庫を遜度に舞

えると，製贔簾工に選挨できる寸法の異なる半製品紙管が少なくな聾，切懸灘スは増えてしまう。こ

のため，窮鋲灘スまたは在庫コストのいずれを最小にするのではなく，切懸讐スと在庫コストとの

総費矯を最小にする総合最適化を目指して，半製品の遜歪規格と遜死産瞳を設計することが必要で

ある。

　この総合最適化鐸題を解決するために，半製品最適利驚のための意思決定支援システムの棒線を

提案した鑓。提案したシステムにお躰ては，顧客の漉文製贔寸法に基づき，饗懸賞スと在庫費罵

との総費驚を最小にする半製贔最適決定モジュールがシステムの該となっている。しかしながら，こ

の半製贔最適決定開題は混合整数譜面問題であ勢，本質的に縫合せ爆発が避けられない継合せ最適

化縫題となっているので，隠題の最適解または最良解を効率よく求める解法につ矯て検討しなけれ

ばならない。そこで，奉論文では，まず，半製贔最適燐格と適正在庫を決定するための近似解法を

嚢案ずる。次に，醗。鎗s戯Accessを驚いた提案解法の実現について説鬱する。さらに，提案解法

の適罵綴を与える。

2．従来の礒究

　綾驚磨コスの最小化に麗しては，燐懸賞ス最小化鷺題（C畿t搬蓼Stoc藪Pro雛e騰s／と名づけられ歩

早類から盛んに醗究が行われ，ほとんどの0嚢教科書と企業経営数理モデルに絶する書籍において

この問題のモデルまたは解決手法が紹介されている［2豆3韮。一般的に窮漸覆ス最小化潮懸とは，原

樗料の燦賂が与えられる場合，最小の燐漸ロスで必要な贔物を獲得するために，最適な切懸パター

ンを決定することである。原材料の燭格（寸法や癒穰／が醗知の翻約条件となむ，これ1こよウ窮懸

ロス最ノ弘化問題をいろいろな角度から分類できる。ただし，現実轡1界の窮懸Pス最ノ罫化閤題となる

と，各々の製造環境によ参麗題の欝標と舗約条件が異な警，題題特定のニーズに適癒したモデルと

問題の解決手法が必要となる。また，大部分の切懸饗ス最小化問題は，翼P一完全であり，鷺題規模

の増大と伴い，計算聴聞が捲数的に増撫するという綴合せ爆発問題が遷けられな鵠ため，もっと効

率的に縫題の最適解または最良解を求める最適化解法または近似解法を疑案ずることには，魏戦す

る懸値が十分にある。以上の運震で，切懸ロス最小化問題に関する麟究はいまでも盛んに行われて

いる［嬉絡3α
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董：半製品最適焼格渋1定の近家解法とその実現

　切懸ロス最小化問題では，原耕料の繰格が与えられ，これを綱約条件として最適な切懸パターン

を決める。これに対して，牽論文で取穆上げる単襲贔最適幾賂の設計靉靆は切籔買ス最小化簡題に

おける原轡斜視賂に帽当する半製品の規格を景趣こ決定するものであ警，従来の窮漸ロス最小化霧

題の遂問題であると考えることができる。

　また，適正在庫設計麗題に麗しても，古くから広く浅霧されてきた醗究分野の一つであ甑露OQ・

EMQモデルが代表されるように数多くの在庫管理モデルと手法が提案された1§琵？窪。しかし，こ

れらのモデルと提案手法には，原縁料や部品の需要量が互いに独立していることを薦提とするもの

が懸とんどであ拳，原耕料や部贔闘の穣互代替盤または露要の灘連が無幌できない現実縫題の解決

には直接1こ遍繕できない〔鑓。そこで，本論文では半製贔需要量の関連性（ある製品の趨工に幾格

の異なる2つ以上の半製贔の侮れかを舞駕すればよい〉を考嶽に入れて，各擁賂の半製品の適琵在

庫を設計する。

　さらに，上述した還参に，半製品紙管の切懸ロスの最小化と在庫費羅の最小化が互いに矛罎して

お拳，燐擬霞スの最ノ弘化と在庫費濡の最i小化を分謬1し理々に解決することは不適燐である。そこで，

本論文では鑓懸灘スの最小化と在庫費驚の最小化との2つの目標を緯鋳艇考癒し，窮懸ロスと在庫

費矯との給費罵を最小にする半製品の適正燭賂と遜蕉在庫を設計する近似解法を提案する。

慧．開題の定式化

3．隻問題定義

　上述した窮懸鰹スと在庫費驚との給費絹最小化隠題を次のように定義する。

麟　顔容の注文は，薗法の異なる鷲種類の製品R，各製品の寸法はβ鼠ゴ鷲i，2，＿，瞬である。

轡　半製品在庫は，寸法の異なる8種類の半製品紙管＆，各半製品の寸法はS為（丼i，2，＿㌻s；ε≦

　　麟である。また，εが幾定値ではなく，未知の意思決定変数である。

（31製品Pゴの一得あたりの涯文量はγゴであ診，そして篇は平均績μ飯，檬準備差σ言・の亘規分葎に

　　従い，醗～翼（μ輝，σ鼻〉，ぎ駆i，2，＿，霞である。

｛瞬切懸ロスと在庫費罵との総費稽を最小にする半製品の種類数ず，半製品の寸法S鐙（ノ血L2，

　　　、，s＊）および半製轟の経済的製造滋ットと補充点を求めることを目的とする。

諺．2記　号

　本論文で使うパラメーターや記号などを次に示す。

鱗　麟約条件または號惣パラメーター：

　S五音1撫工機械や倉嘩面積の麟舞芝彰こよる半製品の最大寸法（メータ／。

　　島：紙管を露足するために機械の撫工に必要な最小窟ス（メータ〉。

　　♪ズ半製品＆の憾垂格（聾／メータ〉。

　覧1半製品在庫を補充するのに必要な製造鋳闘（単位1月）。
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鰹　　学　　講　　集 第6§巻第i号

　oゐ：半製品＆の在庫管遷費耀（霧／本・縁〉。

　C湾：半製品＆の製造で一暴あたりの段取診替え費罵（沼／緩〉。

　　ズ．1安全在庫を決定する安全係数または歪親分1布馨（泰，葺の上儲ε点。

　錘：製最Rの涯文寸法（メータ〉。

　μ飯：製品Rの一月あたサの淺文量の平均値（本〉。

　礁1製品P‘の一月あた参の満文量の標準偏差（本／。

②　モデル1こ終う変数：

　SL∫：半製品Sゴの寸法（メータ〉。

　　μ鋸：半製品島の一月あたりの使驚量の平均値（本／。

　　鵡・：半製品＆の一月あた塗の使薦量の標準偏差（本／。

　rしむ1撫工ロスシ製品9の撫工に半製品＆を使う場合の撫工譲ス（メータ〉。

　　蹴ゼ丁取数，i本の半製轟＆を使って撫工できる製贔君の本数。

　　Zポ製品Rの撫工に半製品＆を硬うことを表す○礎変数。

　　κズ少なくともi種類の製品が業製贔＆を稀濡して旛工されることを表す肝玉変数。

（3）演算記号：

　鞍上銘以下の最大整数を求める演算子。

　α響窺鏡1観鶯訟簸｛蹟，腕，＿，麗．｝を満たす添え字爵を求める演算子。

3．窪　i総費鶏最小化問題の定式化

　問題定式化の詳綴については，前羅の論文1簸に参照されたい。ここでは，定式化の結果を与え

て次に示す。

鍵圭蓑圭搬董Z｛｝　　7℃童〕瓢7L十7｛〕

s曲凄ε¢耗。

　　　ぬ　　だ
7L皿ΣΣTL，（娠／解鋸〉z論
　　’嵩琵嵩i

　　　お
TC一Σ1廓÷c㍑．．鷹磁
　　’‡亙

賑臨駕驚鰍
臨皿魂ε乙ノ麟ま；ε轟≦SL魯

為一｛い輝職域”
　　§，そうでな恥とき

　　ね陶窯Σ（μ鋼／欝毎／る

　　ガ皿i

　　　び韮βΣ（び多〆欝ゆる
　　ご美童

．麟のとき

（i／

（2〉

（3〉

翰

⑤

（6／

（7／

（8／
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董1革製品最適規賂決定の透織解法とその実現

　　　
8二Σ紛
　プ監亜

べ競艇》諌　》　　とき
ノ＝i，2，＿，難；ドi，2，＿，館．

（意思決定変数：ε，3焉，Z♂

（§〉

（鋤

　ただし，式②が燐無ロスの金額を表す。式（3〉が製造段取替え費罵と荏瘻管種費罵を考慮に入れ

た総在庫コストであむ，この中で半製品の品切れ損笑が考癒されていな秘、式織のZ爵は，i種類

の製品紙管を撫正するには燐翫糠スの一番小さい革製品紙管をi種類だけ利駕することを表し，、Zむ

の一般的定義式は次に与える。

　　　　　　　　　　　為一｛謬禦謬蹴るとき　　（i葺

　さらに，式（簸～（i萄の最小化問題を解離て，最適なZむが求められれば，式（7）～（8〉によ夢革製

品の使懇量が確定され．る。　これに基づき歩半製品の経済的製造ロットと補充点は次式軽2〉韓3〉を舞窪

いて計算することができる。

　　　　　　　　　　　　経済的製造ロット：9〆顧　　　　　　　　　　　　（i2〉

　　　　　　　　　　　　　補充点l　s君麗舞陶＋渉．♂五σ、プ　　　　　　　　　　　　　（麟

藁．問題の近似解法

謹．i提案解法の流れ図

　式（i〉～（鐙〉の総責馬最小化問題では，Z「むが翻i変数，Sが整数であるので，この縫題は，混合整

数計薩問題であ拳，本質的に鰻合せ爆発赫避けら蕊ない。このため，最適解より，最適解に近い最

良解を効率よく求めることが望ましい。そこで，ここでは，最適解ではなく問題の近似解を求める

近似解法を提案する。

　提案近似解法の流れ騒は麟2に示す。

感．2窃難解の決定

　半製藻種類数F鴛とする場合，各々の製贔に合わせてそれぞれ歪種類の半製品を罵意すること

となる。このとき，製品の寸法に合わせて半製品の寸法を決定すればよいが，趨工作業にあた蓼玉本

の半製品紙管を露足するために，長さが島の部分が傷められて製品にはならないため，必要な最小

ロスが生じる。このため，最大寸法の舗約を満足しかつ必要ロスを最小にする擁難解為と3Lプは，

次式（i4〉（ま5〉を繕いて決めること力婁できる。
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単襲撮種類数餌㍑として，ず法濃ス最小を基準に革製

　昂寸法麗，と為を決めて歩祷難解を生成する。

総コスト蹴を講算する。

　半製畠種類数群集iとする。つま肱一藻の製贔撫

工に整う半製贔を変更して，楽i襲愚をi種類だけ滅ら

　　　　す。この場台の為を決める。

総コスト蹴を講算する。

麟。

3＃i

跳
最小のκしに舞癒する3，5L∫とZメま最良解で

　　　　　　　ある。

麟2．提案透嶽解法の流れ纒

㌃｛ll器魔とき

εム畦（鉱ゲ轟〉腕∫ま＊揚÷露

　　　仁i，2，＿，難；ノmi，2，＿，鷲

（i嘆）

（⑤

墨．3　半製品種類の趨減

　半製品をi種類だけ減らすために，ある半製贔で撫正する製品を，飽の半製最を硬って撫正しな

ければいけない。しかし，異体的にどの半製暴を滅らすかを決めるには，上述と匿1様に攣｝藪菖スの

最小化を基準とする。異体的な半製品種類数の躍減方法を説観する灘こ，まず次のよう1こ製贔の集

合を定義する。

1定義薪　講じ寸法の半製贔で趨工する製贔の集まウを一つの集合と定義する。つま管，寸法がεLゴ

である半製品紙管＆で撫工する製品紙管の集合を窃と記すと，窃は次の達瞬こ定義される。

　　　　　　　　　　　0汗｛Pゴ；、Zび一重，露i，2，＿，㎎｝，ノ畷，2，＿，ε　　　　　　　（i6〉

　任意の製轟紙管P‘に対して，必ず一つの製品紙管集合G霞が存姦し，かっ君∈G鳶が成立する。

　また，製品の撫工に硬われる半製品を変更する際，切鋳冒スを箆較する必要があるため，次のよ

うに半製品変更に伴う切懸賞スを定義する。

1定義23任意の製品集合をG．，6。の製贔簾工に襲われる半製最をS．とする。（；。に属するすべて

の製贔麹工に使われる半製品をS．から＆へ変更する場台の燐噺ロスをゴ韓→のと記すると，譲鍵
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董：半製品最適蔑格1漢窯の近似解法とその実現1

→のは次式（i7／を繕いて定義する。

　　　　　一醗野鳩1曝緒勝

　　　　　　　　　　　　　　　　　麗，欝擁，2，＿，s　　　　　　　　　　　　（i7〉

ただし，式（獅の切懸ロス計算式においては，寸法だけでなく製品の露要量も難み係数として考癒

に入れた。

　すべての厩麗→夢×麗零のの中で．最小値を見つけて，それを譲x→y）とすれば，Gxの製品趨工

に後われる半製最をS。からSyへ変更する際切懸窟スの増擁解最小とな参，これで最小の窮翫ロス

で半製品を1種類だけ減らすことができる。

婆、填　礎案近似解法

　以上の誘職こ基づき，次のように問題の近似解法を提案する。

［提案近似解法3

1Steβ雄　半製品種類数s二難とする。式（酸〉（焉）を驚いてあとSL∫の携霧纏を求めて，問題の初

　難解を生成する。

　　それから，式（葬～（8〉を驚いて，7L，Tε，TCLを計算する。

緯te§堪　最良解の擁期纏s＊轟搾，Z♂罵為，ε正議羅SLゴ，TCぴ；TCLとする。

lSte夢33　瞬じ寸法の半製品で撫工する製品を集あて製品の集合を作成する．つまウ，式（麟を繕い

　てッ製品紙管の集合G，を生成し，G，の製品撫工に使われる半製暴紙管傷の寸法が3しである。

lSte韓］蕪意の製品集合G．に蝿して，G．に臆する製品の趣工に綾われる半製品を変更する場合

　の窮藪ロスを計算する。つまり，上述した式薙7〉を驚いて，訳麗→の，麗，算盤i，2，＿，sを計算する。

lSte夢鑓　使驚半製最を変更する際，窮甑ロスの増癩が一番小さい製品集合と旋驚半製品を見つけ

　る。つま撃，次式（建〉を満たす製品集合＆と痩馬半製品＆を求める。

　　　　　　　　　ゴ（ズ→y）罵臨簸｛6（鉱→の1舘，智畷，2，＿，ε，膨素㌻｝、　　　　　　　　（聡／

　　それから，集合G：バこ属するすべての製品PκR∈6！エ〉の撫工に綾絹する半製贔紙管を＆から

　＆へ変更する。つま撃，次のように為の値を認歪する。

　　　　　　　　　　　　　　　磯鰯二1　　㈲

　　以上の変更によ参嚢締する半製品が玉種類だけ減っているから，s罵ε一亙として，半製品＆と

　製品集合G」の番号をi～εへ付け直す。

lStε登63　Ste夢5で決定した｛Z31こ基づき，式（i〉～（8／を濡恥て，TL，rc，TCLを計算する。

褻S艶夢7］　7℃五〈羅TC五＊なら，TCL字羅TCL，3毒羅ε，z著漏Zむ，SL董罵εL，とする。

lSte登81　ε＞iならSte登3へ戻す。ε罵iなら終了し，最喪解はず，Z着，S霧である。
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5．提案解法の実現

　上遠した近似解法は，すでに提案した「半製品最適科絹のための意思決定支援システム輩の該モ

ジュールの一つとして，マイクロソフト縫のAccess2韓§を罵雛て実遷された。このモジュールの詳

纏構成は籔3に示す。

　その中で，各サブモジュールの機能は次のとおりである。

◆製轟データの準備：溢文製品の寸法，需要量の平均纏・標準偏差などのデータを過去の漉文デー

　タから黎動的に統計・徳出したり，撞当者によ箏入力した除する。

◆パラメーター撰定：麟約条件と最良解の計算に必要なパラメーターを揚定する。パラメーター振

　定嚢嚢の一挺を麟護に示す。

◆最良半製品探索二提案解法を購いて最適または最良な半製品を探索する。

◆計算給桑表示1最良解探索の計算結果をグラフと数纏表で表示する。必要があれば，パラメーター

　叢定に戻ってパラメーターなどを訂正し，もう一懸最良解を探索することができる。

◆最良解詳継表示：最良な半製品寸法，経済的製造誠ットと補充点，撫工する製品の番号など，得

　られた最良解の詳総データを表示する。購様に，必要がある場合，パラメーター振定に戻ってパ

　ラメーターなどを訂正し，もう一懸最良解を探索することができる。

　瞬発ツール1こAccess2纈を選択した蓬由としては，主に次のことが挙げられる。まず，

AcceSS欝暮射まディスクトップ型データベースであ参，業務管蓬システムとのデータやり取りやデー

タ共有などの癒で1ま態単で便利であるむ次に，Access2§暮春には強力な1弱発覆語灘「is駁a茎93額。毎r

A即断麟。総が内蔵してお警，プ澱グラミング作業は簸潔で効率が高い。最後に，システムの操作

露嚢などがいま広く稽矯されているW破掛翫celなどの文書作成・表計算ソフトとほとんど変わら

ず，簡単なパソコン操舞ができれば，誰でも奉システムを科絹することができる。

ぐ・一レ！

パラメーター撫定

　　　毒

最良享製贔探索　矯一

矯・…

．
誓

轡
荻
繊

麗3．提案這似解法の実理
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董：半製品最適趨格決定の近似解法とその実現

峯製品法定『

．．．矯雛型、範π＝簾暴蜂羅讐

　　　　　　　図蓬、　ノ｛ラメーターの捲定麺1懸

6．提案解法の適絹溺

6．茎　問題瀦とパラメーター

　提案解法の有効性を説鞣するために，ここでは，聾製品の実携紅提案解法を遍羅して，得られた

最良解につ鯵て考察を与える。登製誌の寸法，浮文数量の平均値と標準偏差を表繋こ示す。

　計算に必要な地のパラメーターは次のとお蓼である。

・最小燐籔1讐スニ轟鷲（｝、舵雛

・半製贔の最大寸法二ε為業隆．§鷺

・製造鋳閣：為業i青月（欝印

・安全係数1言。畷．弱（晶鋳れ発生率≦5％〉

・半製品紙管の懸路：あ一驚曇奪（霧／麟

・在庫保管費：Cゐ鴬あ×SL×盤〆鴛，ただし，獣が在灘保管費率である。

・段取替え費罵：ε君瓢5鎗§（霧，段取替え作業費〉＋あ×3為（毎躍の段取替え作業によ拳，半製品

　i本権当の窮齪ロスが発生〉

6．2　問題纒の最良解玉（盛業鱒％／

　在庫保管費率盤m欝％とするとき，窃擬質スrL，在瞳費繕TCおよび総費矯丁εしと半製品種

類数sとの縫係を講べて，結果は園駄こ示す。半製轟種頻数s⇒の時，最小の総費欝が得られ，

鴛§．2千需である。このとき，最良な半製最寸法，補充点，製造ロットと各製品の撫工に襲う半製最

を表2に示す。
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表i．簸製品め実饑き

製贔君 製贔寸法鋤幡謝 漉文数平均纏潮

至
2
3
彗
5
6
7
零
§
磐
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
　i

玉2毒．5

饗7．春

2縫．5

2弱．5

2き7．轟

2韓．暮

2弼．5

3縫．暮

塁32．聾

§22．警

玉，2韓．春

　薦春

　2鎗
2，遵縫

工§，2鋳

　5§

　鱒
　23藝

　5欝
3，玉総

　灘
　勢毒

淺文数繧準備差彰

22．5

韓．さ

里2馨．§

7錨．轟

　2．§

　淫．§

至正．5

25．§

墨58．昏

　2．5

2春．む

　　35G

　　3轡倉

　　25｛多

ハE12倉群

鶴繍
レ
霞継》
灘
　　5｛｝

　　　群

書π
噛一rc
嘱一Tcz

」 今

よ

i 2　　3　　4　　5　　6　　7　　8
　醒5．費癒と半製品種類数s〔鍛＃蹄％〉

鰺　　縫　5

表2．　i爽携σ〉最良解
i
半
製
品
s
、
ヒ

i
転
s
五
、
嚇
〉
…

補充点s霧 1経融製麺トα 簾工する製品且

l　　　　iII　　　　211　　　　3

P　　　塁一

　　　　3，§8春．暮

堰@　3，鑓2、5

@　　　3，7鋸．彗

堰@　3脚毒

1　22P
　
歪
7
望
…
　
　
　
　
§
…
i
　
　
6
5
i
ヒ

τ皿 @　　盤ii　　　3至6

堰
@
6
嘉
i

　§，8

@　玉，§

@2，歪む

R，婆，5，7，玉i

最良解探索の結集表示麟悪の一弼を選6に示す。

§．3　問題倒の最良解2（穣置5％／

　霧様に，在庫保管費率iR窯§％とするとき，切鋲欝ス丁五，姦庫費絹アCおよび総費驚TCLと

半製贔種類数sとの関係を講べて，結果は麟7に示す。半製轟種類数sm9の鋳，最小の総費驚が得

られ，9今．β千門である。このとき，最良な半製品寸法，補充点，製造鷺ットと各製品の薄霞工に綾う

半製最を表3に示す。
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董：半製贔最適綬絡決定の透織解法とその実現

麟羅難靉靆懸灘靉靆灘難雛繋鐘璽講

　3鎗
　　3春○

（　2艶
窪
皆2む○

誕湧
灘蹴
　　50

　　　0

噛

半製品種類と費用

＋Tし
磁心Tc
一をTCし

麟一一

＿＿＿響測

　　＿。．墨．＿．．懲一一葺一・騰一・一難一－’一瞬

一．艶

藩　　2　　3　　4　　5　　s　　7　　8　　9　驚　　暮

　　　　　　　　半製品種類数s

詳纏結果

半製品種類 切断aス 窪窪致鶏 総養鶏

［［

u奪

麟難曲－一蓋幽綴
製

、．

P一．縫

懸§．　半製品の最適牝計算諾果

餐．屡　結果の考察

　以上の言予算結果オ｝ら次のことめ雪わむ）つた。

轡　在灘保管費の計算に縫う在庫保管費率澱が高いとき，総費羅に薦める総在庫費絹の割合が高

　　いため，総在籍費灘を下げるには，半製品種類を少なくする必要がある。狡蝿に，在庫保管費

　　率獣が抵雛とき，総費絹に占める窮漸ロスの割会が高いため，在庫費灘を下げるよ甑切藪

　　震スを減らさなけれ、ば彫涛ナない方塞ら，半製最種類を増やす必要がある。

（2）　園5と麟7に示すように，在庫費絹と窮懸雛スの金額が葬鴬むこ近い範饗畢こある。このため，窪

　　庫費矯と切懸鶴スを驚々に考藤するのではなく，在庫費璽と窮懸ロスとの給費絹を溝鋳に考嶽

　　に入れ，総合最適化麗題として籔う必要盤が明らかである。また，上記の計算例では，半製品

　　種類数が逢以上垂こなると，総費羅丁αがあま吟変動しないのは，第4番嚢製贔の需要量が飽
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3§容

25§

倉§

@
墾
　
倉
倉
　
鎗

2
　
　
i
　
　
璽

（
窪
掛
）
霞
羅

○

笹笛
嚢TC
畷一rCL

一i2345678～詳i｛》i歪£　　　　　麟？．費穏と半製贔種類数＄（嬢＃5％｝

装騒、実鰹の叢良解

半襲贔8， 呼法SL（艶艶｝ 補充点sg 経済醜製造黎ット軌 撫工する製贔君

3，8簿．き

3，鱒§．§

3，7毅．嚢

3，867．§

3，87§，彗

　§

　塁

ア茎

52巷

難

玉26

　92

3総

圭，総§

蕗2

i
2
3
淫
7

　
　
　
　
r
凱

4
む

3，9懸．暮 22 22i 6．8

ウ
∫ 3，劔2．5 圭6春 §騰 §

8 3，7鍵．書 門
3

ii§ 騰

§ 3，§2§．彗　　　　　　　　　　　　… 「「R3 3鱒 五玉

」
　　製品よ箏著しく大きいため，燐籔灘スや在庫費懲に対する影響が大き秘からである。

（3／提案解法を適欝して得られた問題の解は必ずしも最適解ではなく近似解でありながら，計算時

　　閥が数秒懸しかかからないから，実溺上は意嫁があると考える。

7．終わ勝に

　本譲文では，ある紙管製造工場の半製品遍歪規格と選歪在庫設計問題を取り上げ，得られた成果

を要約すると，次の選参である。

（董／切懸環スと在庫費湧との総費薦最小建を藩的関数として，顧客の注文製最寸法と需要量に墓づ

　　き，半製轟の蓬蓬寸法と適正在庫を設計するための近似解法を提案した。

（2／　Accをssを驚いた提案解法の実現について考究した。

（3）　昼製品の計算郷に擾案解法を適結し，得られた最良解について考察し，提案解法の有効牲を明

　　らか紅した。

　なお，提案解法は発見的近戴解法であるため，計算効率が高いけれど，得られた最良解の良さま

たは最適解に録する差を評慰する必要がある。さらに，もっと効率よく開題の最適解を求める解法

一38一



董　辛製品最適幾重各決定の透似解法とその実現

の礎案が必要であると考える。これからの醗究テーマとしたい。
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